
昭和橋架替 Q＆A
～ 今年から始まる昭和橋の架替工事を３回に特集してお知らせします ～

Q１ なぜ橋を架け替えるの？

現在の昭和橋の構造は、

・ 橋脚が７基あり、間隔が狭く流木等が引っ掛かりやすい。

・ 橋桁の高さが、洪水時※の川の水位より低い。（※ 概ね70年に１度発生する規模の洪水）

となっており、川がせき止められ町内に浸水被害を引き起こしてしまう恐れがあること

から、川が増水しても安全な構造の橋に架け替えるものであります。

昭和56年に発生した洪水の状況

狭い！狭い！

現在の昭和橋における洪水時の水位
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【お問合わせ先】

◎ 沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター住田整備事務所

◎ 〒029-2311 気仙郡住田町世田米字川向102-1

◎ Tel：0192(22)8182   /   Fax：0192(46)3715  /  E-mail：BG0008＠pref.iwate.jp

◎ ホームページ：https://www.pref.iwate.jp/engan/sumita/1014522.html

今年の11月から解体撤去工事に着手し、引き続き、令和5年度には新しい橋の下部

工、令和６年度からは上部工と順次工事を進めていきます。

Q２ 架け替えの工事の進め方は？

Q３ 新しい橋はいつ完成するの？

新しい橋は、令和８年３月の完成を目指しています。

※ 河川内における工事は、増水による影響や魚類等の生態系に配慮しながら実施する必要

があるため、陸上での工事に比べて時間を要する傾向にあります。

Q４ 戦争当時の銃弾痕が残る高欄なども取り壊すの？

「銃弾痕が残る高欄」と「親柱」は、

現状のまま丁寧に解体保存し、架け替

え工事の完成時期とあわせて、新しい

橋の周りの広場に設置します。

Q５ 工事期間中はどこを通ればいいの？

自動車での通行の際には他の町道等を迂回願います。

また、歩行者や、自転車利用（降車して）の方は、昭和橋より約200ｍ下流の仮橋

（10月中に利用開始予定）を通行願います。

ご不便おかけしますがご協力のほどよろしくお願いします。

約200ｍ

仮橋（歩行者・自転車用）
※ 10月中に利用開始予定


